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財
政
赤
字
の
拡
大
と
臨
調
の
設
置

　

高
度
成
長
の
時
代
か
ら
低
成
長
の
時
代
へ
の
転
換
が
明

瞭
に
な
っ
た
一
九
七
〇
年
代
末
期
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
に

か
け
て
、
日
本
の
財
政
は
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
た
。
高

度
成
長
期
（
六
〇
年
か
ら
七
三
年
）
に
は
大
き
な
税
の
自

然
増
収
が
あ
っ
た
た
め
、
毎
年
減
税
を
行
い
な
が
ら
、
公

共
事
業
、
自
治
体
財
政
、
社
会
保
障
、
文
教
な
ど
政
策
領

域
全
般
に
わ
た
っ
て
政
府
支
出
が
拡
大
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
の
石
油
危
機

を
契
機
に
高
度
成
長
は
終
わ
り
を
告
げ
、
続
く
狂
乱
物

価
調
整
期
（
七
三
年
か
ら
七
六
年
）、
安
定
成
長
移
行
期

（
七
六
年
か
ら
七
九
年
）
を
経
る
な
か
で
、
税
収
の
伸
び

率
は
著
し
く
鈍
化
し
た
。
そ
の
一
方
、
景
気
回
復
の
た
め

に
公
共
事
業
が
拡
大
さ
れ
、
社
会
保
障
費
も
給
付
水
準
の

維
持
や
制
度
の
成
熟
に
よ
っ
て
政
府
支
出
が
増
大
し
た
た

め
、
財
政
赤
字
は
拡
大
し
、
七
九
年
度
の
国
債
依
存
度
は

三
九
・
六
％
に
ま
で
達
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、大
平
正
芳
首
相
の
急
死
後
、

八
〇
年
七
月
に
政
権
を
引
き
継
い
だ
鈴
木
善
幸
首
相
は
、

財
政
再
建
と
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、八
一
年
三
月
、

総
理
府
の
付
属
機
関
と
し
て
臨
時
行
政
調
査
会（
以
下「
臨

調
」
と
い
う
）
を
設
置
し
た
。
鈴
木
首
相
は
臨
調
に
対
し

て
当
面
の
財
政
赤
字
の
縮
小
策
の
検
討
を
求
め
た
の
に
対

し
、
首
相
に
臨
調
設
置
を
進
言
し
た
中
曽
根
康
弘
行
政
管

理
庁
長
官
は
、「
八
〇
年
代
以
降
の
行
政
の
あ
り
方
」
と

い
う
、
い
わ
ば
長
期
的
・
総
合
的
な
視
点
に
立
っ
た
行
政

改
革
を
展
望
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
曽
根
の
意
向
は
、

八
二
年
一
一
月
に
中
曽
根
内
閣
が
発
足
す
る
と
鮮
明
に

な
っ
た
。

　

政
府
は
こ
れ
よ
り
前
の
六
一
年
に
同
一
名
称
の
行
革
諮

問
機
関
（
佐
藤
喜
一
郎
会
長
、
六
一
年
一
一
月
～
六
四
年

九
月
）
を
設
置
し
て
い
る
。
一
般
に
こ
れ
を
「
第
一
次
臨

調
」
と
呼
び
、
新
設
の
臨
調
を
「
第
二
臨
調
」
と
称
し
て

両
者
を
区
別
し
て
い
る
。
第
一
次
臨
調
は
、
高
度
成
長
期

に
向
か
う
行
政
の
あ
り
方
を
能
率
と
効
率
の
視
点
か
ら
検

討
し
て
、
内
閣
機
能
の
強
化
、
中
央
省
庁
の
局
の
整
理
・

統
廃
合
な
ど
を
答
申
し
た
が
、
実
現
し
た
の
は
内
閣
官
房

長
官
の
国
務
大
臣
化
と
一
部
の
局
の
統
廃
合
な
ど
、
ご
く

一
部
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
第
一
次
臨
調
の「
答
申
す
れ
ど
も
実
現
せ
ず
」

の
反
省
か
ら
、
政
府
と
臨
調
は
行
政
改
革
の
実
現
性
を
重

ん
じ
、臨
調
を
統
括
す
る
土
光
敏
夫
会
長
（
経
団
連
会
長
）

を
「
清
廉
・
質
素
の
土
光
」
と
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
て
行
政

改
革
を
後
押
し
す
る
国
民
世
論
の
醸
成
に
力
を
注
い
だ
。

ま
た
、
経
済
五
団
体
（
経
団
連
・
日
経
連
・
日
商
・
同
友

会
・
関
経
連
）
の
代
表
が
、「
行
革
推
進
五
人
委
員
会
」

を
結
成
し
て
土
光
会
長
を
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
政
府
に
圧

力
を
か
け
た
。
こ
の
た
め
臨
調
は
「
土
光
臨
調
」「
財
界

主
導
臨
調
」
な
ど
と
も
評
さ
れ
た
。

　
民
主
導
型
社
会
へ
の
転
換
を
強
調

　

土
光
会
長
は
就
任
に
先
立
っ
て
、
行
政
改
革
に
関
す
る

財
界
の
意
思
を
、
①
小
さ
な
政
府
を
め
ざ
し
た
増
税
な
き

財
政
再
建
、
②
国
の
み
な
ら
ず
自
治
体
も
含
め
た
行
革
の

実
施
、
③
官
業
の
民
営
化
と
民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
か

す
方
策
の
実
現
、
の
三
点
に
ま
と
め
て
政
府
に
約
束
を

迫
っ
た
。
鈴
木
首
相
は
こ
れ
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
、「
行

政
改
革
に
政
治
生
命
を
か
け
る
」
と
明
言
、
以
後
、
こ
れ

ら
の
内
容
は
「
官
か
ら
民
へ
」「
国
か
ら
地
方
へ
」
の
フ

レ
ー
ズ
に
集
約
さ
れ
、「
増
税
な
き
財
政
再
建
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
と
も
に
、
臨
調
行
革
の
旗
印
と
な
っ
た
。

　

臨
調
は
八
三
年
三
月
に
解
散
す
る
ま
で
の
二
年
間
の
任

期
中
、
次
の
五
つ
の
答
申
を
行
っ
た
。

①　

八
二
年
度
の
予
算
編
成
の
た
め
緊
急
措
置
を
ま
と
め

た
第
一
次
答
申
（
緊
急
答
申
）

②　

許
認
可
に
つ
い
て
当
面
の
改
善
策
を
ま
と
め
た
第
二

次
答
申
（
許
認
可
答
申
）

③　

今
後
の
行
政
改
革
の
基
本
方
向
に
つ
い
て
提
言
し
た

第
三
次
答
申
（
基
本
答
申
）

④　

今
後
の
行
政
改
革
の
推
進
体
制
に
関
す
る
第
四
次
答

　

神　

原　
　
　

勝

 
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み
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申
⑤　

総
括
お
よ
び
行
政
改
革
の
基
本
方
向
と
具
体
策
を
提

言
し
た
第
五
次
答
申
（
最
終
答
申
）

　

こ
の
う
ち
鈴
木
首
相
の
意
向
を
反
映
し
た
答
申
は
第
一

次
答
申
ま
で
で
、
以
降
は
中
曽
根
の
影
響
力
が
強
ま
っ
て

い
く
。
臨
調
の
部
会
や
分
科
会
に
は
、
中
曽
根
ブ
レ
ー
ン

の
学
者
・
経
済
人
・
元
官
僚
な
ど
が
多
数
配
置
さ
れ
、
民

間
活
力
を
引
き
出
す
た
め
の
「
規
制
緩
和
」
と
「
民
営
化
」

を
強
調
す
る
基
本
答
申
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
中
曽
根

内
閣
は
八
四
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
、
三
公
社
の
民
営

化
を
行
政
改
革
の
「
二
〇
三
高
地
」
に
た
と
え
て
次
々
に

実
現
さ
せ
た
（
日
本
国
有
鉄
道
→
Ｊ
Ｒ
、
日
本
電
信
電
話

公
社
→
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
日
本
専
売
公
社
→
Ｊ
Ｔ
）。

　

臨
調
の
内
外
で
は
、「
民
間
活
力
」
を
嚮き

ょ
う
ど
う導
す
る
た
め

に
「
小
さ
な
政
府
」
論
が
喧
伝
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
二
つ

の
背
景
が
あ
る
。
第
一
は
、
歴
代
の
自
民
党
政
権
が
高
度

成
長
の
時
代
か
ら
完
全
雇
用
と
社
会
保
障
の
拡
充
を
基
本

に
し
た
平
等
主
義
的
政
策
を
追
求
し
て
き
た
結
果
、
そ
れ

が
大
き
な
政
府
を
招
き
、
累
積
し
た
財
政
赤
字
が
政
府
の

増
税
志
向
を
慢
性
化
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
危
機

感
を
も
っ
た
臨
調
は
「
官
主
導
型
社
会
か
ら
民
主
導
型
社

会
へ
の
転
換
」
に
よ
る
小
さ
な
政
府
の
実
現
を
強
く
意
識

し
た
。

　

第
二
の
理
由
は
、
新
経
済
思
想
の
影
響
で
あ
る
。
こ
の

経
済
思
想
は
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
が
、
戦
後
先
進
諸
国
で
経

済
繁
栄
と
福
祉
国
家
の
実
現
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
評
価

し
つ
つ
も
、
他
方
で
、
政
府
の
過
度
の
経
済
介
入
と
公
的

部
門
の
肥
大
化
が
、
経
済
の
活
性
を
奪
っ
て
い
る
と
批
判

す
る
。
そ
し
て
経
済
に
活
性
を
取
り
戻
す
た
め
に
政
府
の

役
割
を
縮
小
し
、
個
人
や
企
業
の
自
由
な
選
択
と
競
争
に

委
ね
る
領
域
を
拡
大
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
サ
ッ

チ
ャ
ー
政
権
が
こ
の
新
経
済
思
想
を
実
践
し
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
が
新
経
済
理
論
と
と
も
に
わ
が
国
の
行
政
改
革
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
等
閑
視
さ
れ
た
地
方
分
権
改
革

　

臨
調
は
五
つ
の
答
申
に
お
い
て
、
行
政
組
織
、
公
務
員
、

現
業
・
特
殊
法
人
、
地
方
分
権
、
補
助
金
、
許
認
可
、
予

算
・
会
計
、
財
政
投
融
資
、
情
報
公
開
、
行
政
手
続
、
重

要
政
策
な
ど
多
分
野
に
わ
た
っ
て
、
総
計
一
三
五
〇
項
目

の
改
革
提
言
を
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
政
府
が
実
現
に
も
っ

と
も
力
点
を
お
い
た
の
は
三
公
社
の
民
営
化
で
、
そ
れ
以

外
で
は
八
〇
年
代
に
実
現
し
た
も
の
は
少
な
く
、
多
く
の

課
題
が
九
〇
年
代
以
降
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、

緊
縮
財
政
路
線
を
推
進
し
た
た
め
、
国
債
依
存
度
は
八
七

年
度
に
は
一
九
・
二
％
ま
で
低
下
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
政
府
は
自
治
体
に
対
し
て
「
地
方
行

革
」
を
強
要
し
た
。
臨
調
は
自
治
体
に
対
し
て
も
組
織
・

職
員
・
歳
出
の
削
減
・
合
理
化
と
国
の
財
政
負
担
の
一
部

肩
代
わ
り
を
求
め
た
。
政
府
は
こ
れ
を
受
け
て
、
福
祉
・

医
療
・
教
育
関
係
費
の
国
庫
補
助
金
を
軒
並
み
削
減
し
て

自
治
体
に
対
す
る
財
源
保
障
を
縮
小
す
る
一
方
、
八
五
年

以
降
は
「
地
方
行
革
大
綱
」
を
示
し
、職
員
の
数
や
給
与
・

退
職
金
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
民
間
委
託
の
推
進
、
組

織
・
機
構
の
簡
素
・
合
理
化
な
ど
、
行
財
政
減
量
化
の
具

体
的
目
標
を
定
め
る
こ
と
を
自
治
体
に
求
め
た
。

　

臨
調
は
発
足
の
当
初
か
ら
、「
官
か
ら
民
へ
」
と
「
国

か
ら
地
方
へ
」
を
標
榜
し
た
が
、
政
府
は
、
国
か
ら
自
治

体
に
権
限
・
財
源
を
移
譲
す
る
分
権
改
革
に
は
本
腰
を
入

れ
な
か
っ
た
。
臨
調
解
散
後
は
、
臨
調
答
申
の
実
現
の
監

視
と
新
た
な
課
題
の
検
討
を
目
的
に
、
八
三
年
七
月
か
ら

九
〇
年
三
月
ま
で
、
三
次
に
わ
た
っ
て
臨
時
行
政
改
革
推

進
審
議
会
（
行
革
審
）
を
設
置
し
て
臨
調
行
革
の
継
続
を

試
み
た
が
、
分
権
改
革
の
始
動
は
、
九
三
年
の
第
三
次
行

革
審
の
最
終
提
言
と
非
自
民
連
立
政
権（
細
川
護
熙
内
閣
）

の
登
場
を
ま
つ
こ
と
に
な
る
。

　

臨
調
は
法
制
上
は
多
数
存
在
す
る
政
府
の
各
種
審
議
会

の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。そ
れ
が
八
〇
年
代
の
政
治
過
程
で
、

「
も
う
一
つ
の
国
会
」「
も
う
一
つ
の
政
府
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
の
は
、
財
界
・
政
権
党
・

政
治
家
・
財
政
当
局
な
ど
の
強
い
主
体
の
思
惑
を
一
つ
の

系
に
収
斂
さ
せ
る
合
力
形
成
の
機
能
と
、
そ
の
行
革
に
国

民
の
合
意
を
調
達
す
る
機
能
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

臨
調
の
時
代
に
提
起
さ
れ
た
改
革
の
テ
ー
マ
は
、「
財

政
再
建
」「
官
か
ら
民
へ
」「
国
か
ら
地
方
へ
」
の
い
ず
れ

も
が
、
時
代
背
景
を
異
に
し
つ
つ
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
の

今
日
、
な
お
現
実
的
な
政
治
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

＜

か
ん
ば
ら　

ま
さ
る
・
北
海
道
大
学
名
誉
教
授＞
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